
宮城県一迫商業高等学校  緊急災害時の登下校・避難行動について 

１．Jアラートが発動した時 

 登下校の判断 避難行動 

登校前 

・安全が確認されるまでは登校せ

ず自宅で待機しておく。 

・ミサイルが日本の領海外に落下

し，Jアラート等の発信情報によ

り，安全が確認されたら登校 

・できるだけ窓から離れ，できれば窓のない部屋に移動する。 

登下校中 

・安全が確認されるまでは動かず，

その場で待機しておく。 

・ミサイルが日本の領海外に落下

し，Jアラート等の発信情報によ

り，安全が確認されたら登校 

・近くの建物の中や地下などに避難する。 

・近くに建物がない時は，物陰に身を隠すか地面に伏せ，頭部を守る。 

・自動車の車内にいる場合はガソリンに引火する恐れがあるため，車

を止めて頑丈な建物や地下街などに避難する。周囲に建物がない場合

は車から離れて地面に伏せ，頭を守る。 

在校中 

校舎内 
教員の指示に 

従う。 

・カーテンを閉めて窓から離れ，教室の後方で低い姿勢をとる。 

体育館 ・ステージ上の壁側で低い姿勢をとる。 

グラウンド ・体育館もしくは校舎に避難し，廊下・壁側で低い姿勢をとる。 

２．ミサイルが日本の領土・領海に落下した時 

 登下校の判断 避難行動 

登校前 臨時休業 

・弾頭の種類に応じて被害の様相や対応が大きく異なるため，J アラート，

テレビ，ラジオ，インターネット等を通して，情報収集に努めるとともに，

行政からの指示があればそれに従って，落ち着いて行動する。 

・換気扇を止め，窓を閉め，目張りをして室内を密閉する。 

登下校中 臨時休業 

・口と鼻をハンカチで覆いながら，現場から直ちに離れ，密閉性の高い屋内

の部屋または風上に避難する。 

・情報収集を行い，その場の安全が確認されたら，自宅と学校の近い場所に

避難する。 

在校中 ・教員の指示に従う。 ・窓を閉め，目張りをして室内を密閉する。 

３．地震が発生した時（栗原市の震度） ※被害状況によって変更の場合あり。 

 震度３以下 震度４ 震度５ 震度６以上 

登校前 通常登校 

通常登校 

※安全に注意し

ながら登校 

・被害がなければ，安全に

注意しながら登校 
臨時休業・自宅待機 

・被害がある場合は避難所へ避難する。 

・学校からの安否確認有り 
・被害がある場合は安全な

場所に避難 

登下校

中 

安全な場所

に避難し，

登校。 

安全な場所に避

難し，注意して登

校 

・安全な場所に避難し，安

全確認後登校 

臨時休業・自宅待機 

・安全な場所に避難し，安全が確保でき

たら，自宅，学校，避難場所いずれか近

いところに移動。 

・学校からの安否確認有り 

・被害がある場合は自宅，

学校，避難場所いずれか近

いところに避難。 

在校時 通常授業 
安全を確認後，通

常授業 

安全な場所に避難， 

安全確認後に判断。 

・安全な場所に避難，安全確認後，生徒

引き渡しカードに基づき，下校。 

※通学路近くにある避難場所を確認しておくこと。 


